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【監修者より】

本書は人工光型植物工場を中心に植物工場の最新のデータを各分野に渡
ってまとめたものである。２０１３年、一般社団法人「生産者のための人工光型
植物工場協議会」が発足したように、人工光型植物工場はいよいよ実用化の
段階にさしかかっている。この分野に関心のあるすべての方々のお役に立つ
と信じている。 （財）社会開発研究センター　髙辻 正基　

人工光型を中心とした植物工場を産業として成長させるには、社会の動向と
技術革新に関する最新の情報にもとづく企画と戦略が必須である。そのため
に有用な種々の情報が本書には盛りだくさんに含まれている。ぜひ、熟読し
て役立てていただきたいと願っている。

NPO植物工場研究会　古在 豊樹　
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・生産物選定のポイント　・コスト/収益計算　・国内のビジネス動向

・事業成功に向けた生産/販売の具体的課題　・補助金の活用事例

＜設備運用と最適化＞
・運用コスト低減のための照明/空調/その他設備の管理方法、および最新設備/新規栽培方法

・照明・温度/湿度・培養液が生産物の発育へ及ぼす影響　　・設備および栽培環境の計測システム

＜栽培技術と実例＞
・生産物の高付加価値化技術（糖度向上・高ビタミン化・低カリウム化・硝酸低減・事業化例・成分評価など）

・有力生産物の栽培/事業化/検討事例
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＜販路開拓と最新事情＞
・販路開拓事例（卸売市場・レストラン納入・店産店消・フランチャイズ展開・薬局販売）
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